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れ、自身に無かった愛を聖霊様によって経験

させていただくものです。それを分かち合い

ながら、神様の素晴らしいことを証し合って

まいりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新宿西教会は岡田実牧師から有馬歳弘牧師

に代わり、訪問伝道の働きも引き継がれ、私も

そのメンバーとして、毎月の「訪問伝道の報告

と祈り会」に参加していました。 

 有馬先生は就任後しばらくしてから、異端

救出の働きに導かれ、しだいに礼拝に出席さ

れる関係の方々も増えてきました。今までは

なかった救出関係者への配慮などが求められ、

しばらくは戸惑いもありましたが、時間と共

に少しずつ交わりが与えられていきました。

その後は救出された方ご本人も礼拝に出席さ

れるようになりました。 

Oさんは異端から救出され、当時新宿西教会

でされていたシャローム幼児の園の教諭とし

て働いていました。ある日の「連絡祈祷会」で

有馬先生から「栄子さん、これからOさんのこ

ころの友になって下さい」と言われましたが、

どのように近づいて行ったらよいのか分かり

ませんでしたが、今思い起こすと、有馬先生や

同じ重荷を負う訪問伝道のメンバーの祈りが

あったことが良く分かります。 

ある日の礼拝の後、すでに救出され救いに

導かれていた姉妹と、Oさんの三人で交わりを

していた時に、劣等感から自分に自信がなく、 

既報の、こころの友伝道全国大会の『詳細案

内』と『申込書』は、こころの友伝道全国連合
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それでいて、弱さを認めにくい私のためにお

祈りをお願いしたことをおぼえています。そ

のころからOさんとは良く話をするようにな

りました。その後は、礼拝や昼食が終わると教

会の近くの喫茶店に入り浸って、毎週何時間

もおしゃべりをしていました。 

（次ページへ続く） 

 

    消される祈り 
 私は1年毎に「祈りのノート」を作ります。

日曜を除く6日で教会の会員全員を祈り、その

ほか、月曜日は世界と日本、教団と近隣教会の、

火曜日は家族、友人などの、水曜日は試練の中

にある方と自分自身の、木曜日は神学校や私

の関わる施設、団体の、金曜日は牧師、長老、

求道者の、土曜日は礼拝や教会の働きの、その

時々に生じている課題を具体的に書き込んで、

それを見ながら祈っています。そして、その事

柄が祈っていたようになった時、感謝して書

いた部分に線を引いて消します。 

1年の間に消し跡は増えていきます。それは

神さまが耳を傾けて下さった跡です。これを

長年繰り返してきて、祈りは聞かれるという

私の確信は強くなりました。    （繁） 
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